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1. 潜水央病発生情況並びにその予防について
斎藤重敏(第二生理・千葉労災協会病院〉
圧搾空気病 CCompressedair i1lness)は，潜
画作業に於ては減圧並びに休息時間の管理が徹底し
今日殆んどそれをみないが，潜水作業に於ては合理
的管理全く行われず本病は日常多発し，重篤な脊髄
傷害症例も少くない現状である。著者等はその発生
情況並びに発生条件を検討し，その予防としての減
圧(浮上〉法の実際化を計ったのでこ与 に報告す
る。
2. 先天性三尖弁閉鎖症の1剖検例に就いて
、滝沢延次郎， o村山 浩(病理学〉
本例は 2年 2カ月の男児で生後4カ月頃より発育
が悪く，屡々感冒を経過し生後 1カ年噴より時々強
直性症撃を起していたが，間もなく呼吸困難とチア
ノーゼを来じ，全身の皮下浮腫が起り種々の強心剤
の投与に依るも心代謝不全を起し死亡した例で，剖
検しますと，右房と右室の境の三尖弁が筋性に閉鎖
しており，従って右室内には乳頭筋がなく，そこに
は数本の乳頭筋の痕跡と思われる敏壁がある。叉卵
円孔は 1x1cm，心室中隔膜様部は1.5x2 cm大で
夫々開存し従って右房及び，左，右の心室は高度の
肥大，拡張があり，且つ右房の心内膜は線維性に肥
厚している。このため右房に還流して来た血液は卵
円孔を通り左房に入り，左室に於ては，心室中隔欠
損のため，大小循環とも，酸素含量の著しし、減少を
起し，呼吸困難，チアノーゼ，欝帯性浮腫を起し死
亡したと考えられる。
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肺組織像，および，他の崎形所見は。
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肺には両上葉に肺気腫と気管支炎が認められまし
た。他臓器には堅奇形は認められませんでした。
3. 新聴力検査室について
。奥田 稔，武宮三三(耳鼻咽喉科〉
当科に新設された聴力検査室は最近の聴力検査方
法の進歩に伴う新しい要求に応ずるべく斬新な建築
音響の技術によって設計構築されたものでその大略
は次の如くである。 
1) 空気音，殊に固体音の低い部屋を選定した。 
2) 別室を設け防音処理に余裕を与えた。 
3) two-room set upとし検査の多様性に備え
た。 
4) 防振プムによる浮遊構造を用い殊に固体音を
絶縁した。 
5) 内壁は穿孔板，多孔質層，空気層及び同日壁か
らなり高度の吸音性を有し自由音場に於ける検査を
も可能とした。 
6) 送風系統の騒音制御はセノL型吸音器，音響ト
ラップ及び岩綿ライニ yグによった。
各部の遮音度をスピーカーによる各周波数純音を
用いて測定した結果によれば検査室として充分な防
音効果が得ちれている事が判明した。
4. 字L!児に於ける養素代謝の月令的推移

佐々木哲丸，吉田 亮，
 
o西宮芳之助，山本洋三，
石井誠一，石神一良(小児科〉
乳児の出生より離乳完了迄毎月 1--3回の代謝研
究を施行し， N・脂肪 .Na.K・Cl・Ca・Pの出納
の月令的推移を研究した。①体重では8カ月頃には
離乳遅延の影響が現われ，体重増加曲線は平坦乃至
下降を示したが離乳食投与に依り之が快復した。② 
Nの蓄積率は月令と共に幾分獄少する傾向にあり，
離乳遅延に依りこの傾向を強めると息われた。① 
Naの蓄積は 2--4カ月噴は低値を示し陰性の出納
を示すものがあった。④ Caは感冒・軽度の下痢等
の小感染によって精々蓄積減少し，離乳食投与後こ
れは改善されるようである。@Negative Mine. 
ralsの蓄積が PositiveMineralsの蓄積よりも高
値を示す傾向にあった乳児で、は，離乳食投与により 
Positive Mineralsの蓄積の方が優るようになっ
てきた。この点は離乳食の与えられるべき一つの意
義と認められる。
